
２０２５年度募集

高校生奨学給付金のご案内
＜給付型奨学金＞

公益財団法人 河合記念奨学財団

ご希望の方は、在籍する高等学校へお問い合わせください

●支給形態
給付型（返還の必要はありません）

●給付期間
高等学校在学期間(正規の最短修業年限)

●給付金額
年額１２０,０００円（月額１０,０００円）

※ 各高等学校から１名の応募を原則といたします。
※ 奨学生の募集は、高等学校へご案内しています。

高等学校経由での応募のみ受け付けております。

ア．愛知県内の高等学校に在籍する高校生
イ．学業優秀でかつ心身ともに健康な方

ウ．学費の支弁が困難な方
※保護者の年間所得が、おおよそ300万円未満の方。

エ．大学等への進学をめざしている方
オ．他の団体等から、奨学金の給付を受けていない方、また受ける
予定のない方。（ただし、貸与型奨学金との併行利用は可）

奨学生に応募できる方（奨学生の資格）

※奨学生の決定は、本財団の選考基準により、選考委員会が厳正に行います。

応募者が予定数を大幅に上回った場合には、不採用となる場合があります。

公益財団法人 河合記念奨学財団



国立） 名古屋大学教育学部附属

県立） 阿久比・旭丘・旭野・熱田・安城東・一宮・一宮西・大府・岡崎・岡崎北・岡崎西

岡崎東・刈谷北・国府・高蔵寺・江南・小坂井･五条・小牧南・時習館・松蔭・昭和

瑞陵・成章・千種･知立東・津島東・天白・東海南・東郷・常滑・豊田・豊田西

豊田南・豊橋東・豊橋南・長久手・中村・名古屋西・名古屋南・西尾・西尾東

日進西・半田・尾北・明和・豊丘・横須賀

市立） 菊里・北・向陽・桜台・緑・名東

私立） 愛知・愛知啓成・愛知工業大学名電・愛知産業大学三河・飛鳥未来・桜花学園

椙山女学園・聖カピタニオ女子・星城・清林館・大成・滝・中部大学春日丘・東海

東邦・南山女子部・南山男子部・光ケ丘女子・名城大学附属

国立） 北海道大学・北見工業大学・東京大学・東京外国語大学・信州大学・静岡大学

富山大学・愛知教育大学・名古屋大学・名古屋工業大学・岐阜大学・三重大学

大阪大学

公立） 高崎経済大学・静岡文化芸術大学・愛知県立大学・名古屋市立大学

奈良県立大学

私立） 酪農学園大学・国際基督教大学・駒澤大学・日本大学・明治大学・早稲田大学

愛知医科大学・愛知学泉短期大学・愛知大学・愛知学院大学・愛知工業大学

愛知淑徳大学・中京大学・中部大学・名古屋音楽大学・名古屋外国語大学・

名古屋学院大学・名古屋学芸大学・南山大学・日本福祉大学・名城大学

岐阜聖徳学園大学・同志社大学・立命館大学・大阪経済大学・関西学院大学

大学校） 気象大学校

奨学生 在籍高校一覧 （平成２４年度～令和６年度）

奨学生 大学進学実績 （平成２３年度～令和６年度 抜粋）

ー 奨学金の活用方法 ー

〒464-8610 名古屋市千種区今池2-1-10

学校法人河合塾 千種校南館
TEL：052-735-1111 FAX：052-735-1482

公益財団法人 河合記念奨学財団
http://www.kawai-juku.ac.jp/kawaijuku/profile/pdf/zaidan.pdf

奨学生の皆さんに、奨学金の使い道を聞いてみました。
皆さん、河合記念奨学財団の奨学金をそれぞれの目的に合わせて活用しています。

＜高校生活・受験勉強のため＞
参考書・問題集の購入、模擬試験料、学校の講習代、修学旅行代、教科書代
英検費用、オープンキャンパスの交通費、 など。

＜大学進学のため＞
大学受験費用、学費、大学進学後のパソコン購入、 など。

＜その他＞
家に入れる、生活費にあてる、貯金、 など。



公益財団法人 河合記念奨学財団 
 

給付型奨学金 
 

２０２５年度 新規奨学生募集のしおり 
 

「公益財団法人 河合記念奨学財団」の概要････ １ページ 
１．名   称 
２．代表者(理事長) 
３．所 在 地 
４．設立年月日 
５．基   金 
６．目的・事業 
７．奨学生の累計人数 

 

２０２５年度 奨学生募集要項･･････････････ ２～４ページ 
Ⅰ．奨学生募集要項 

１．奨学生の資格（奨学生に応募できる方） 
２．応募の条件 
３．奨学金について 

１）支給形態 
２）給付期間 
３）給付金額 

４．今年度新規募集人員 
５．奨学生の応募方法 
６．奨学生の決定・通知 

 

Ⅱ．奨学生応募要領（願書など提出の手引き） 
１．応募時に提出いただく書類 
２．書類選考後、採用決定後に提出いただく書類 
３．応募書類の期日 
４．書類送付先、照会、連絡先 
５．その他 

 

Ⅲ．奨学生選考の手順 

 
 

「個人情報の保護に関する事項」について･････････････ ５ページ 
 

公益財団法人 河合記念奨学財団 奨学金給付規程･･････ ６・７ページ 
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「公益財団法人 河合記念奨学財団」の概要 
 

１．名   称    公益財団法人 河合記念奨学財団 

 

２．代表者(理事長)   河合英樹（学校法人河合塾 理事長） 

 

３．所 在 地    名古屋市千種区今池二丁目１番 10 号 

              学校法人河合塾 千種校内 

 

４．設立年月日    １９８２年（昭和５７年）１１月２４日 

 

５．基   金    １億円 

 

６．目的・事業    愛知県内の高等学校に在学する生徒のうち、大学等へ進学をめ

ざす者で、学業・人物ともに優秀で、かつ健康であって学費の支

弁が困難と認められる者に対し奨学援助（奨学金の給付）を行い、

社会有為の人材育成に寄与することを目的とする。 

 

７．奨学生の累計人数  １，５８８名（昭和５８年度から令和６年度までの各年度の

累計人数） 

（９０８名：令和６年度までの卒業生数） 

 

 

 

 
事務局 

 〒464-8610  

名古屋市千種区今池二丁目１-１０ 

（学）河合塾 人事部（秘書）内 

（公財）河合記念奨学財団 事務局 

 直通電話：052-735-1111 

                                   Ｅ-mail アドレス： 

zaidan.ml@kawaijuku.jp 

 

 

                       

河合記念奨学財団   
 

https://www.kawaijuku.jp/jp/sr/contribution/ 
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２０２５度 奨学生募集要項 
 

Ⅰ．奨学生募集要項 
 

１．奨学生の資格（奨学生に応募できる方） 
 

本財団の奨学生に応募できる方は、次の項目すべてに該当する方を対象とします。 

ア、愛知県内の高等学校に在学する生徒。 

イ、学業・人物ともに優秀でかつ健康な方。 

ウ、学費（学習、通学等に必要な費用全般）の支弁が困難な方。 
※ 保護者の方の年間所得は、300 万円未満をガイドラインとします。 

  判断が困難な場合は財団事務局までご相談ください。 

エ、大学等への進学をめざしている方。 

オ、他の団体等から奨学金の給付を受けていない方。  
※「奨学金の給付」とは、返還義務のない奨学金を指します。  

「貸与」の場合は応募可能です。  
 

※保護者の方の総所得額確認のため、令和７年度（令和６年分）「所得・課税証

明書」、もしくは、市区町村の発行する所得金額のわかるものを書類選考後に

提出していただきます。(Ⅱ．２．参照) 
 

２．応募の条件  
 

   １高等学校１名の応募を原則といたします。  
※応募者を１名に絞ることが困難な場合は、財団事務局までご相談ください。 

    

３．奨学金について 
 

１）支給形態  給付 ・返還の必要はありません。 

・奨学生ご本人の銀行口座に、振り込みにより送金します。 
 

２）給付期間  高等学校在学期間で、正規の最短修業年限 
・高１からの奨学生は３年間、高２からの奨学生は２年間、

高３からの奨学生は１年間。 

               ・高１・高２から奨学生に採用された後は、原則高等学校 

卒業まで自動継続となります。（進級後、本人との面談で

状況確認をします。） 

・採用した年の奨学金は、７月末に４～７月までの４カ月分 

を合算して送金し、以降は奇数月に２カ月分を送金します。 
 

３）給付金額   年額  120,000 円（月額 10,000 円）･･･１名につき 
 

４．今年度新規募集人員  １４名程度 
 

５．奨学生の応募方法   必ず高等学校経由で「願書」と在学学校長の「推薦書」

（いずれも本財団指定書式）を提出し、応募してください｡ 
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６．奨学生の決定・通知    応募書類による選考、採用選考面接による選考、およ

び本財団の選考委員会の選考を経て、理事長が最終決

定いたします。 

その結果は、在学する学校長を経由して奨学生本人に

通知いたします。 

              なお、不採用となった方の応募書類は返却いたします。 
 

※ 奨学 生の採 用決 定 は、本財 団 の選考 基準 に則り選 考委 員会 が厳 正に行います

が、応 募 者が採用 予定 者数 を大 幅 に上 回った場合には、応 募いただきましても  

不採用 とさせていただくこともあります。あらかじめご承知 置き願います。 
 

 

Ⅱ．奨学生応募要領（願書など提出の手引き） 
 

１．応募時に提出いただく書類（本財団指定様式） 

  次の書類を、期日までに提出してください｡ 

名  称 提出数 備    考 

奨学生願書 １ 
応募するご本人が記入してください｡ 

※ 個人情報の保護に関する同意書を兼ねています。 

奨学生推薦書 １ 
所定事項は、担任の先生が記入してください｡ 

学校長のご推薦のもと、提出してください。 

    ※「奨学生推薦書」のデータ入力用書式をご希望の場合は、下記 E-mail アドレスまで

ご連絡ください。折り返し EXCEL ファイルを送信します。 

     データ書式をご利用の場合も、必ず下記「３．応募書類の期日」の要領で郵送にて

ご応募ください。 
 

２．書類選考後、採用決定後に提出いただく書類 

名   称 提出数 備   考 

保護者の「所得・課税証明書」 
 ※市区町村が発行する令和７年度

(令和６年分所得)「市民税・県民税

証明書」「市民税・県民税所得課税

証明書」「課税証明書」「非課税証明

書」など所得金額のわかるもの。 

１ 
提出期日は、書類選考後にご案内し

ます。 

奨学金振込口座連絡書 
（本財団指定様式） 

※採用決定後に高校宛お送りします。 

１ 
奨学金を本人の銀行口座に振り込み

送金するのに必要です。提出期日は、

採用決定後にご案内します。 

    

３．応募書類の期日  上記１の書類は５月２０日(火) 必着でお願いします。 
※郵送途中での事故防止のため、簡易書留、特定記録、レターパック等を利用してくだ

さい。 

※期日に間に合わない場合は、事務局までご相談ください。 

 

４．書類送付先、照会、連絡先 

       〒464-8610 名古屋市千種区今池二丁目１-１０ 

             （学）河合塾 人事部（秘書）内 

                （公財）河合記念奨学財団 事務局 宛て 

                      直通電話 052-735-1111 
                       Ｅ-mail アドレス：zaidan.ml@kawaijuku.jp 
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５．その他 

１）本財団の個人情報の取り扱いについては、別掲『「個人情報の保護に関する事

項」について』をご覧ください。奨学生の応募、採用に際しては、この内容に

同意いただく必要があります。（願書が同意書を兼ねています。） 

２）本財団からの諸連絡は、原則、学校長・ご担当の先生経由で行います。 
  ※ 面接日時の調整については、直接本人や保護者に連絡いたします。 

３）選考結果は、７月初旬に通知いたします。 

４）３月に「学業成績・生活状況報告書」の記入・報告をお願いいたします。 

   

※ご不明な点は、何なりと財団事務局までお問い合わせください。 
 

 

Ⅲ．奨学生選考の手順 
 

１．応募締切（５月２０日(火)） 

    高校より「奨学生願書」「奨学生推薦書」を財団宛送付 

 

２．書類選考（５月下旬） 

 

３．高校宛、書類選考合格者への「面接案内」「面接希望日時連絡票」等送付 

（５月下旬） 

 

４．本人より「面接希望日時連絡票」、保護者の令和７年度「所得・課税証明

書」を財団宛送付（５月下旬～６月初旬） 

 

５．面接実施（６月） 

    

６．最終選考（７月初旬） 

 

７．高校宛、採用決定者への「決定通知」「奨学金振込口座連絡書」等送付 

（７月初旬） 

 

８．本人より「奨学金振込口座連絡書」を財団宛送付（７月中旬） 

 

９．初回（４月～７月分）奨学金振込（７月末） 

 

 

※時期については多少前後する場合があります。 

 

以 上 
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「個人情報の保護に関する事項」について 
 

公益財団法人 河合記念奨学財団（以下、当財団といいます）では、奨学生への応募時および奨

学生として採用後に取得した皆様の個人情報を厳重に取り扱い、適正な個人情報の管理を行います。 

 

1．個人情報の利用目的 

①奨学生採用選考にかかる一連の基礎資料とするため 

②在籍されている高等学校または中等教育学校（以下、在籍校といいます）を経由して行う諸事

項の連絡のため 

 例）採用または不採用の連絡、面談日時の調整・連絡など 

※面談日時のご連絡は在籍校を経由せず、直接本人または保護者に連絡することがあり

ます。 

③当財団の管理記録作成のため（名簿の作成、学業・生活状況・進路などの記録の作成） 

④奨学生継続の適格性判断のため（学校から学業成績、クラブ活動状況、健康状況などを提供し

ていただきます） 

⑤奨学金の振り込みのため（採用後に振込先をうかがいます） 

 

2．個人情報提供の任意性 

 個人情報の提供は任意です。ただし、応募時に提供されない個人情報がある場合、および採用後

に在籍校から当財団への個人情報の提供を承諾されない場合は、不採用または資格終了となる場合

があります。予めご了承ください。 

 

3．個人情報の訂正など 

 個人情報の訂正などを希望される場合は、その旨を当財団までお申し出ください。速やかに必要

な手続きをお取りします。 

 

4．在籍校からの個人情報の取得 

 奨学生に応募される際および奨学生として採用後に、在籍校から以下の個人情報を取得します。 

  学業成績、出欠日数、クラブや生徒会などの活動状況、進路志望、進学先、健康状況 

 

5．個人情報の在籍校への提供 

 在籍校へ、奨学生としての採用・不採用の通知書面、面接実施案内の配付を依頼するために、書

面で個人情報を提供します。提供する際は信書として追跡できる手段で送付します。 

 

6．個人情報の取り扱いの委託 

 奨学金の送金などのために、個人情報の取り扱いの一部を当財団以外の法人・事業者に委託する

際は、個人情報を適切に取り扱っていると認められる委託先を選定し、「個人情報の取り扱いに関す

る契約」を取り交わすとともに、適正な管理および監督を行います。 

 

7．個人情報管理責任者 

 公益財団法人 河合記念奨学財団 事務局長 

 

8．個人情報の取り扱いに関するお問い合わせ先 

 公益財団法人 河合記念奨学財団 事務局 

   〒464-8610 名古屋市千種区今池二丁目 1 番 10 号（河合塾千種校内） 

   電話：052-735-1111／FAX：052-735-1482／E-mail：zaidan.ml@kawaijuku.jp 

  （受付時間：9:00～17:00 土日祝日・年末年始は受付を行いません。） 

   ※お問い合わせの際にいただく個人情報は、お問い合わせへの対応のみに利用します。 

 

以上 
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公益財団法人 河合記念奨学財団 奨学金給付規程 

 

第１章 総  則 

 

公益財団法人 河合記念奨学財団 定款第４条に基づき、この規程を定める。 

 

 

（奨学生の資格） 

第１条 本財団の奨学生となる者は、愛知県内の高等学校に在学し、学業、人物ともに優秀で、

かつ、健康であって、学費の支弁が困難と認められる生徒で、大学等へ進学を志す者で

なければならない。 

但し、他の団体等から奨学金の給付を受けている者を除く。 

 

（奨学金の給付期間及び金額） 

第２条 奨学金を給付する期間は、正規の最短修業年限とする。 

２ 前項の期間中に給付する奨学金の額は、次のとおりとする。 

月額 １０，０００円 

 

 

第２章 奨学生の採用と奨学金の給付 

 

（奨学生願書及び奨学生推薦書の提出） 

第３条 奨学生希望者は、本財団あての奨学生願書に、在学学校長の推薦書を添えて、本財団

に提出するものとする。 

 

（奨学生の採用） 

第４条 奨学生の採用は、奨学生選考委員会の選考を経て、理事長が決定し、その結果を在学

学校長を経て、本人に通知する。 

 

（奨学金の給付） 

第５条 奨学金は、毎月一定日に給付するものとし、特別の事情があるときは、２カ月以上を

合算して給付することができる。 

２ 奨学金の給付は、直接本人に送金して行うものとする。 

 

（奨学金受領書の提出） 

第６条 奨学金の交付を受けた奨学生は、そのつど、ただちに奨学金受領書を提出し

なければならない。ただし、本人名義の銀行口座に送金した者は、奨学金受領

書の提出を必要としない。 

 

（学業成績及び生活状況の報告） 

第７条 奨学生は、毎年度末学業成績及び生活状況報告書を理事長あて提出しなければならな

い。 

 

（異動届出） 

第８条 奨学生は、次の各号の一に該当する場合は、直ちに届け出なければならない。 

      一 休学、復学、転学又は退学したとき 

      二 停学その他の処分を受けたとき 
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（奨学金の休止及び停止） 

第９条 奨学生が休学し又は長期にわたって欠席したときは、奨学金の給付を休止する。 

２ 奨学生の学業又は性行などの状況により指導上必要があると認めたときは、奨学金

の給付を停止する。 

 

（奨学金の再開） 

第１０条 前条の規定により奨学金の給付を休止又は停止された者が、その事由が止んで在学

学校長を経て願い出たときには、奨学金の給付を再開することがある。 

 

（奨学金の廃止）   

第１１条 奨学生が次の各号の一に該当すると認めるときは、在学学校長の意見を徴して、奨

学金の給付を廃止する。 

一 傷い疾病などのため成業の見込みがなくなったとき 

二 学業成績又は操行が不良となったとき 

三 奨学金を必要としない理由が生じたとき 

四 前各号のほか、奨学生として適当でない事実があったとき 

五 在学学校で処分を受け学籍を失ったとき 

六 その他第１条に規定する奨学生としての資格を失ったとき 

 

（奨学金の辞退） 

第１２条 奨学生はいつでも在学学校長を経て奨学金の辞退を申し出ることができる。 

 

 

第３章 奨学生の指導 

 

（奨学生の指導） 

第１３条 奨学生の資質の向上を図るため、学業成績及び生活状況に応ずる適切な指導を行う

ものとする。 

 

 

第４章 補     則 

 

（実施細目） 

第１４条 この規程の実施について必要な事項は、別に定める。 

 

 

附   則 

１ この規程は、設立認可の日から実施する。  

 

附   則 

１ この規程は、昭和６１年４月１日から実施する。 

 

附   則 

１ この規程は、平成２３年４月１日から実施する。 

 

 

 


